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史
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史
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史
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史

印
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史
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史
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五
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史
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彙

選

澤

教

職

生

育

心

理

學

年

心

理

學

育

原

理

肚
會
科
教
育
法

宗
教
科
教
育
法

道
徳
教
育
の
研
究

教

育

杜

會

學

教

育

實

習

教 青 教 課 公 地 人 倫 脛 外 宗 政 日 肚 科 東

程 衆 文 ・ 會 目 洋
衛 誌 理 濟 國 教 治 本 思 哲
・地 想 學

學 學 理 學 學 史 學 學 史 史 史

 

化
學
澹
當

の
稲
上
正
講
師
米
國
留
學

の
爲
退
職

さ
れ
、
後
任
に
大

阪
工
業
大
學

廻
治
雄
講
師
を
迎

え
た
。
人
文

地
理
學

は
藤
岡
謙

二
郎
講
師

に
再
び

澹
當

し
て
頂
く

こ
と
と
な

つ
た
。
布
教
學
は
本
年

度
常
在
布
教
師

で
あ
る
光

山
文
達
師
を
講
師
と
し

て
就
任

し
て
頂
く

こ
と
と
な
つ
た
。

一
昨
年
喜
壽
を
迎
え
本
誌

で
記
念
論
文
集

を
出

し
た
ば

か
り

の
富
田
精
教
授

は
、
去
る
7
月
12
日

心
筋

コ
ウ

ソ
ク
の
爲
め
逝

去
せ
ら

れ
た
。
謹
し
ん

で
哀
悼

の
意
を
表
す
る
。
後
期
よ
り
清
水
俊

彦
講

師

を
迎

え
て
澹

當
し
て
頂

く
こ
と
と
な

つ
た
。

昭

和

36
年

度

卒

業

論

文

題
目

佛
教
哲
學
專
攻

縁
起
観

の
史
的
展
開

川
南

弾
戒
研
究
序
説

森

田

暉
哲
學
專
攻

抜
除
緯
師

の
輝
風

鷲
見

盤
珪
輝

の
大
衆
性

芝
原

輝
定

の
段
階

に
於
け
る
現
境

の
研
究

松
源
崇
岳
騨
師
の
輝
風

に

つ
い
て

己 秀
善 夫

春 憲
山 男

 

吉
富

宜
康

佐
藤

謙
整

暉

の
慈
悲
ー

キ
リ

ス
ト
教

の
愛
と

の
比
較
-

箕

浦

道
隆

利
休

の
茶
道

に
み
る
輝
に

つ
い
て

冨
賀
見
泰
道

臨
濟
暉

の
現
代
的
課
題

-
騨
的
人
間
の
生
活
-

河
野

弘
道

鈴
木
正

三
の
研
究

竹
内

俊
昭

輝
経
験

の
心
理
的
考
察

塚
本

孝
之

澤
蕎
和
爾
に

つ
い
て

明
治
維
新
榊
佛
分
離

の
研
究

武

士
の
精
榊
生
活

と
輝

晦
巖
和
尚
の
研
究

瑞
龍
寺
の
開
租
に
つ
い
て

方
廣
寺
開
創
に

つ
い
て

松
島
瑞
巖
寺
史

現
代
中
國
に
於

け
る
陣

龍
山

不
動
智
瀞
妙
録
の
研
究

朝
雲

輝

の
経
濟

思
想

清
陀

正
法
眼
藏
潜
評

に
見

え
る

無
著
道
忠

の
曹
洞
宗
批
剣

高

田

念
佛
弾

の
源
流

宇
野

佛
教
史
學
專
攻

豊
後

に
於
け
る
吉
利
支
丹
宗
門
と
佛
教衛
藤

東
北
地
方
に
於

け
る
修
験
道
に

つ
い
て松
浦

大
道
文
可
暉

師
の
研
究

清
陀

相
阿
彌
に

つ
い
て

高
木

道
元
輝
師
の
輝
戒

に
つ
い
て

牧
野

腹
佛
棄
繹
の
批
到

小
野

近
代

に
於
け
る
揮
界

に
つ
い
て

ー

特
に
五
葉
愚
渓
を
中
心
に
1

橋
本

俊 秀 瑛
弘 夫 郎

正 實
弘 道

 

宗

允
清 良 堅 英 文
道 光 持 弘 道

 

安
居
正
士

宮 新 白 菅 大 川
田 野 木 橋 松

光 宜 省 宗 昭 尚
雄 晃 道 寛 道 仁 士
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西
岸
寺

の
沿
革

と
山
の
諸
關
係

準
野

隆
道

學

術

講

演

會

2
月
15
日

渥
繋
會

に
て
今
津
先
生

の
學
位
論

文

で
あ
る

「
師
資
相
承
論

の
諸
問
題
」

と
題
す
る

學
術
講
演
會
が
あ

つ
た
。

4
月
16
日

印
度

ア
シ

ュ
ラ
ム
道
場
主
事
プ

ラ

ー

二
氏

の

「
ヨ
ガ
に

つ
い
て
」

の
講
演

が
あ

つ
た
。

緒
方
宗
博
先
生
が
紹
介
通
課
さ
れ
た
。

5
月
14
日

米
國

で
輝
研
究
家
と
し
て
有
名
な

ア
ラ

ン
ワ

ッ
ト
氏

の
講
演
あ
り
、

西
村
恵
信
助
手

通
課
、
題
し
て

「
ア
メ
リ
カ
の
輝
」

で
あ
つ
た
。

5
月
25
日

創

立
記
念
祭
講
演
會

に
東
洋
大
學

教
授
本
學
講
師

西
義
雄
博
士
よ
り
「
菩
薩

の
願
行
」

と
題
す

る
話
を
聞

い
た
。

6
月
1
日

妙

心
寺
派
沖
縄
親
化
随
行
布
教
師

松
原
泰
道
師
よ
り

「
沖
縄

の
宗
教

。
政
治
事
情
に

つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
會
が
あ

つ
た
。

9
月
17
日

イ

ス
ラ

エ
ル
國
立
大
學

バ
ラ

ス
教

授

の

「
イ

ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
事
情
」

と
題
す
る
講

演
會
が
あ

つ
た
。
緒
方
教
授
の
通
課

に
よ
る
。

11
月
10
日

學
園
文
化
祭
記
念
講
演
會
は

「
現

代

と
學
生
と
思
想
」
と
題
し
、
同
志
肚
大
學
教
授

岡
本
清
二

氏
で
あ
つ
た
。

11
月
11
日

六
租
大
師
千
二
百
五
十
年
遠
誰
を

記
念

し
て
、
京
都
會
館
に
お
い
て

「
輝

を

き

く

會
」

を
開
催
、
鈴
木
大
拙
博

士
、
山
田
無
文
老
師

の
三
師

の
講
演
會
が
あ

つ
た
。

11
月
17
日

大
藏
會

の
當
番
校

に
あ
た
り
、
記

念
講
演

に

コ

切
経
の
濁
自
性
」
と
題
す
る
本
學

教
授
今
津
洪
嶽
博
士
の
お
話

が
あ

つ
た
。

12
月
8
日

成
道
會
記
念

に
本
學
教
授
山
口
三

郎

氏
の

「
日
本
人

の
教
育
」

と
題
す
る
講
演
會

が

あ

つ
た
。

12
月
13
日

佛
教
東
漸

五
十
周
年
記
念
に
激
米

を
覗
察

さ
れ
た
正
眼
短
期
大
學
梶
浦
逸
外
老
師

よ

り

「
隊
米
を
硯
察
し
て
」

の
講
演

で
あ

つ
た
。

夏

期

輝
學

公

開

講

座

7
月
8
日
よ
り
10
日
ま
で
3
日
間
、
例
年

の
夏

期
公
開
講
座
を
毎

夕
6
時
30
分
か
ら
本
學
講
堂

で

開
催

し
た
。
本
年
の
講
座
題
名
及
び
講
師

は
左
記

の
通

り
で
あ

つ
た
。

提
唱

碧
巖
録

第

51
則
雪
峰
是
什
廣
、
第
53

則

百
丈
鴨

子
、
第
57
則
趙
州
田
庫
奴

山
田
無
文
學
長

六
租
慧
能
大
師

を
偲

ぶ

木
村
静
雄
教
授

二
元
論
的
世
界
観

金
子
光
介
講
師

印
度
秘
境

の
佛
教

高
崎
正
芳
講
師

學

會

日
本
佛
教
學
金
日
は
10
月
13
日
14
日
駒
澤
大
學

に

於
て
開
か
れ
、
本
學
よ
り
、

看
話
輝

に
於
け
る
信
と
疑

の
問
題柳
田
聖
山
教
授

佛
教
文
學
研
究
會
が
発
足
、
6
月
24
日
京
都
女

子
大
學

で
研
究
護
表
會

が
開

か
れ

た
。

本
學

よ

り
、中
世
輝
林

と
五
山
文
學

荻
須
純
道
教
授

暉
學
研
究
會

昭
和
37
年
度
暉
文
化
研
究
所
暉

學
研
究
獲
表
大
會
は
輻
島
俊
翁
教
授
の
古
稀
、
市

川
白
弦
教
授

の
還
暦

・
森
暢
講
師

の
還
暦

。
三
先

生
頒
壽
記
念
と
し
て
10
月
26

日
、
本
學
第

=
敏
室

に
て
開
か
れ
た
。

マ
ッ
ク

ス
ウ
ェ
バ
ー
の
プ

ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の

倫
理

と
資
本
主
義
の
精
神

に
つ
い
て
稲
岡
順
雄
教
授

南
嶽
慧
思

の
琿
観

鷲
坂
宗
演
助
手

ガ

ン
ダ
ヴ

ュ
ー

ハ
の
思
想
史
的
研
究
小
林
圓
照
助
手

看
話
輝

に
於
け
る
大

死
と
そ
の
神
秘
的
暗
夜

の
特
性

西
村
恵
信
助
手

紀
州
隅
田
大
高
能
寺

の
大
般
若
経

に
つ
い
て

橘
恭
堂
助
手
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彙

明
恵
上
人

の
書
像

に
っ
い
て5

月
19
目
20

日
龍
谷

大
學
深
草
學
舎
に
於

て

開
催

さ
れ
た
。

「
内
な
る
光

り
」

わ
が
國

に
お
け
る
大
般
若
経
の
書
爲

と
開
板
に

「
憶
念
佛
」

和
漢
輝
刹
次
第
の
研
究

再
び
舎
利
槽
憎文

に

っ
い
て

輝
僧
の
文
學
観

傳
法
寳
紀
と
そ
の
作
者

白
隠
輝

の

一
側
面

分
割

と
分
別

日
本
印
度
學
佛
教
學
會

り
、ク

エ
ー

カ
リ
ズ

ム
の

輝
的
要
素

つ
い
て

ガ

ン
ダ
ヴ

ュ
ー

ハ
の

舎
利
禮
文

に

つ
い
て

無
著
道
忠

の
庸
靖
絵
録
に

つ
い
て

洞
山
五
位

の

一
側
面

弾
杜
會
倫
理

の

一
問
題

宋
代
騨
者

の
態
度

に
っ
い
て

中
國
高
信
傳
輪
讃
會
は
績
高
曾
傳
を
昨
年
に
引

き
績
き
讃

ん
で
い
る
。
そ
の
ほ
か
佛
教
學

會
、

大
石
守
雄
助
教
授

石
川
良
昼
助
教
擾

横
山
文
綱
所
員

柳
田
聖
山
教
授

木
村
静
雄
教
授

森

暢
講
師

市
川
白
弦
教
授

本
學

よ

に
見
る

西
村
恵
信
助
手

橘

恭
堂
助
手

小
林
圓
照
助
手

石
川
良
呈
助
教
授

大
石
守
雄
助
教
授

柳
田
聖
山
教
授

市
川
白
弦
教
授

荻
須
純
道
教
授

學
會
、
佛

教
史
學
會
も
随
時
例
會
を
も
ち
、
卒
業

論
文

の
中
間
獲
表
や
、
現
地
研
修
、
史
蹟
踏
査
な

ど
を
行

つ
た
。

佛
教
史
學
會

は
9
月
上
旬
荻
須
教
授

・
大
石
助

教
授
を
中
心
と
し
て
、
學
生
20
鯨
名
参
加
し
、
静

岡
縣
奥
山
の
方
廣
寺
を

ふ
り
出

し
に
、
鎌
倉
に
至

り
建
長
寺
、
圓
毘
寺
、
浄
智
寺
、
鎌
倉
大
佛

、
鶴

岡
八
幡
宮
を
拝
観

し
、
山
梨
縣
睦
山

の
向
嶽
寺
、

慧
林
寺

へ
と
三
泊
四
日
を
史
蹟
踏
査
研
究
旅
行

を

行

つ
た
。

又
暉
文
化
研
究
會

は
27
28
合
併
號

で
六
租
慧
能

の
騨
特
集
號
が
編
纂
さ
れ
た
。

暉
文

化

第

27

28

號
目

次

提

唱
不
思
善
悪

慧
能
輝

と
現
代

輝
的
人
間
像

佛
性
南
北
無
し

六
租
慧
能
輝
師
圖
説

佛
教
東
漸
七
十
年

の
回
顧

白
隠
和
尚
と
了
徹
居

士

(上
)

仙
匡
和
倫
四
の
研
究

(
一
)

香
道
史
抄

(
一
〇
)

責
茶
翁

の
遣
墨
展

を
見

て

仙
厘
陶
釣

の
圖

内 淡 一 三 秋 緒 竹 山 久 鈴 山
島 川 色 宅 山 方 内 田 松 木 田

酒

北 康 梨 壺 寛 宗 尚 無 眞 大 無
朗 一 郷 洞 治 博 次 文 一 拙 文

龍

吟
庵

の
素
朴
性

輝
寺

巡
禮

・
恵
林
寺

千
崎
如
幻
先
生

の
こ
と

縄
文

化

第

29

號

目
次

提
唱

二
僧
巻
簾

歓
米

に
お
け

る
騨
の
將
來

ド
イ

ツ
に
お
け
る
輝

座
談
會
暉

の
國
際
性

に

つ
い
て

茶
道

の
先
縦

輝
宗
史
話
達
磨
大
師

白
隠
和
爾
と
了
徹
居

士

(
下
)

北
九
州

の
つ
た
え
か
ら

茶
を
習
う

句
境
輝
心

騨
寺
巡
禮

・
常

照
皇
寺

棚 大 立
橋 石 花

秋 守 大
畏 雄{亀

大 石 井 春 秋 荻 久 柴 鈴 卒 西 山
石 川 伊 日 山 須 松 山 木 田 田

井 全
守 良 文 眞 寛 純 抱 慶 大 高 義 無
雄 呈 子 也 治 道 石 外 拙 士 雄 文


